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緒言：アンドロゲン除去療法（以下ADT) は 転

移のあるホルモン感受性前立腺癌（以下 mHSPC)

に対す る 標 準 的 な治療である。しかし、 rnHSPC

に対する ADTの効果は、早期に治療抵抗性を示

すものから長期効果を示すものまでさまざま

で あり、現時点では＼予後を予測する確立し

たマーカーは存在しない。そのような背景の

中、前 立腺 特異 抗原（以下 PSA) に注目した報

告がいくつかある。 PSA値が半分になるまでの

時間や倍加時間は、治療前の因子よりも予後

と相関したとぃった報告や、 PSA値の一月あた

りの低下速度が予後と相関した、といったも

のである。しかし、 ADT開始後早期の PSA値変化

に注目した報告は少ない。 PSA値 は 実 臨 床 で 使

用されており、測定における手間と時間がか

からず、かつ早期変化で判断可能であれば臨

床上非常 に有 益で ある。そこで我々は、 mHSPC

患者において、 ADT開始 3 か月 後 の PSA値の変化

が 予後と相関するか 検 討 し た 。 方 法 ： 琉 球 大



学病院 と 那 覇 市 立病院で 2005 年 1 月から 2018

年 6 月までの期間に mHSPC患者に対して ADTを施

行した 71例を検討した。前立腺癌の局所診断

は直腸診や経直腸エコー、 MRIを使用した。リ

ンパ節転移や遠隔転移の診断は CTや MRI、骨シ

ンチ、 FDG-PET/CT を使用した。 ADTは、内科的去

勢、 も し く は 外 科的去勢、さらにそれらに非

ステロイド系アンドロゲン薬の併用（併用し

た群を CABと略す）で実施した。去勢抵抗性前

立腺癌（以下 CRPC) の定義は、 1) 3 週間以

上空けて測定した PSA値が最低値から 25％以上の

上昇、かつ絶対値が 2ng/ml以上、 2) 画像評価

での増悪、 3) 主治医の判断（薬剤変更も含

む）とした。 Timeto CRPCの定義は、 ADT開始日か

ら CRPC 診断日までと し た 。 全 生 存 期 間 （ 以 下

OS) の定義は、 ADT開始日から死亡日までとし

た。 Timeto CRPCや OSの予測因子として、診断時

PSA値、 Gleasonscore 、 TNM分類、骨転移の広がり

（以下 EOD)、内臓転移、 CAB施行、骨修飾薬（以

下 BMA) の 使 用 、 ADT使用 3 か 月 時 の ％PSA を検討



項目とした。 PSAは 中 央 値 (26lng/ml) を用いて

2群に分けた。また 3 か 月 時 の ％PSA の中 央 値

が 1.1% であったため、 1％ 以 上 （ 以 下 ％PSA ~ 

1)、未満の 2 群に分けた。統計解析は JMP

version 12 を用い、 生存時間分析は Kaplan-Meier法

を 用いた。予後予測因子の検討は Coxの比例ハ

ザ ードモデルを用いた。結果：観察期間の中

央 値は 38か月 (5-156) で、その間に 57人

(80%） が CRPC と診断された。 Timeto CRPC、 OSの

中央値はそれぞれ 15か月、 92か月であった。

単変量解析では、 timeto CRPCは EOD~ 2・ と％PSA ~ 

1 が 有 意 で あ り 、 OSは％PSA ~ 1 が有意であっ

た 。多変量解析では、 timeto CRPCは Gleasonscore 

~ 8 、 EOD~ 2 、 %PSA ~ 1 が独立した予測因子

であり、 OSは％PSA ~. 1 のみが有意であった。

Time to CRPCの 予 測 因子であった上記 3 つをすべ

て 満たす群をハイリスクグループと定義し、

それ 以外のグループと比較すると、 p= 0.0171 

と有意に短く、 AUC:0.822であった。結論：

Gleason score ~ 8 、EOD~ 2、 %PSA ~ 1 は timeto 



CRPC の独立した予測因子であった。特

に、％PSA ~ 1 は OSの独立した予測因子でもあ

った。これらの結果から％PSA ~ 1 は mHSPCの予

後 予測因子として有用と考えられる 。


